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吉賀町下水道使用料審議会 第２回議事録 

 

日 時  令和６年１０月９日（水）午前９時３０分から１１時３０分  

場 所  吉賀町役場 柿木庁舎 ２階大会議室 

審議委員 出席：山吹委員（会長）、田村委員（副会長）、 

水津委員、山脇委員、光長委員、岩上委員 

事務局  河野建設水道課長、小谷主幹、安達主任、桑名主事補 

 

１.開会 

発言者 発言内容 

事務局 河野 おはようございます。本日はお忙しい中お集まりいただきましてありが

とうございます。   

それではですね、定刻になりましたので、ただいまより第 2回の下水道

使用料審議会の方、始めさせていただきたいと思います。   

最初に資料、本日配布させていただいておりますので、確認をさせてい

ただきたいと思います。まず、A4 のレジュメが 1 枚と配布資料を 1

枚、配布一覧と書いた A4用紙のものが 1枚、そしてホッチキス止めを

した A3 のものですね。これが 3 枚綴りのものですけれども。これが

一部。それと、この A4 の 1 枚がですね、こちらが 1 枚という形にな

っているんですけども。資料の方はございますでしょうか。それではで

すね、資料の方、説明につきましては後ほど担当の方からお話させてい

ただきたいという風に思います。それではですね、以降の議事進行の方、

山吹会長様、よろしくお願いいたします。 

山吹会長 改めまして、おはようございます。   

だいぶ秋らしくなって、過ごしやすくなったんじゃないかと思います。

今日、この会議を効率よく進めていきたいと思いますので、ご協力のほ

どよろしくお願いいたします。じゃあ事務局のほうよろしくお願いしま

す。 

 

２.議事 

（１）前回の宿題について、前回の資料の差し替えについて 

   【資料 12-1】 

事務局 安達 皆さん、おはようございます。第２回の下水道使用料審議会ということ

で説明をさせていただきます。まず、本日お配りしました資料につきま

してですね。前回、ナンバー12という資料を作っていたんですけども。 

ちょっとそれについてですね、誤りがありまして。内容としては消費税
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抜きで記載されていたところがありましたので、そのところを修正しま

したので、今回資料 12-1として差し替えという形で、お配りいたしま

した。この資料につきまして、また説明を後ほどさせていただきます。

次の資料の 13ですね。こちら 1番最初に行った使用料審議会の中でお

配りした資料の 4 番の資料ですね。吉賀町の下水道事業経営戦略と呼

ばれるものがあるんですけども。こちらの中から、今後 10年間の投資

財政計画。こちらの方、抜粋したものになります。説明は後ほどします。 

最初にですね、前回の最後の方でご質問があった分担金。今後、下水道

を廃止して、例えば浄化槽に転換した場合ですね。下水道に接続する時

に分担金というものがありまして。20 万円なんですけども。その 20

万円をどうするかというご質問がありましたので、それについての回答

をしようと思います。この受益者負担金は元々何かと言いますと、下水

の工事をして下水が流れるようになったということは、その地域は他の

下水が繋がってない地域と比べて便利になった。浄化槽区域の人たちと

比べて利益をもらっていると。そういうことで、不公平感を外すために、

受益者負担金として、下水道へ接続する人は利益をもらえるからその分

をお金でお支払いすると。あとは、そこの本管工事、下水工事の費用の

一部を負担という形で納めているものになります。この下水道分担金に

ついてなんですけども。これを浄化槽、今後下水を廃止して浄化槽にし

た場合。この分担金をどうするのか。返還するのかですね。それについ

ての回答なんですけども。これについてはですね、当時下水道区域に住

んでいた人が転出されて（吉賀町に）いない場合とかありますので、全

員が全員に（受益者負担金を）お返しすることが不可能で、下水を廃止

して浄化槽にした場合にはですね、一応こちらの費用の方で浄化槽を設

置するとかそういったことを勘案して、負担金についてこちらから返還

するということは考えておりません。ということで、回答させていただ

きます。これにつきまして、何かご質問や、気になる点があればですね、

今いただければと思います。 

田村副会長 そういうのがもうすでに他の地域で事例があるんですか。前例が。  

事務局 安達 一応ですね。事例はまだないです。 

以下質問なし  

事務局 安達 それでは次の説明に移らせていただきます。 

事務局 安達 （資料に沿って説明）（要旨は次のとおり） 

【資料 13】：第１回審議会の際に配布した資料 4、経営戦略からの抜粋

した今後 10年間の財政投資計画を用いて、この先 10年間の間にどの

ような工事があるのかを説明しました。 



3 

 

前回の審議会にて発言した「更新は難しい」というのは、３０年後に訪

れる大規模更新工事の事であり、耐用年数の短いもの（電気設備工事等）

については、この先 10 年間に必ず行わないといけないものになりま

す。 

この先 10年間の工事費用を、半分が国の補助、半分が町の予算からと

なると毎年平均 2,000 万円は今より必要になり、この 2,000 万円を

賄えるようにするには資料 12-1 の⑤のパターンになります。平均

25%ほどの改定率となります。 

田村副会長 今の説明を聞いていて、人頭制から従量制、それから改定率などそうい

う今からの費用の手出し部分の 2 分の 1 とかそういうのをどうするか

っちゅうことで。そういう説明であったんだけど。この⑤のパターン、

25%になるわけだけど。改定率が計算でそうなるんだろうけど、その利

用者に当てはめていってもちゃんとそうなるの？ 

事務局 安達 一応ですね、こちらで計算したところ、左下の方に青色で書いてありま

すが、それが大体の水道（使用水量）を 1 人から 2 人、5 人まで書い

ているんですけども。その平均でどれくらい水を使うかっていうのがあ

ります。これは水道の審議会の時の資料にもあったんですけども。大体

1人あたり 1か月 8㎥使うと。   

これを落とし込んでいきましてですね。ここの青い色で、それぞれ上の

方に 1人、2人、3人とあるんですけれども。これにパターンで閉じ込

めていった時に、落とし込んでいった数字と現行の人頭制の料金、こち

らと比較して、現行から何パーセント変わっていますよという形で出し

ました。ただ、こちらについてはですね。1 人が大体 8 ㎥使う（１月

に）という平均の水量であって、人によっては多く使ったり少なく使っ

たりというのがあります。   

なので、正直、これが全員に当てはまるかと言われると、そうではあり

ません。この改定率はそれぞれの、1人、2人、3人、4人、5人世帯

の改定率ですね。この改定率を足して割って平均を出した改定率になり

ます。なので、絶対全員が 25パーセント改定かって言われると、そう

ではありません。 

田村副会長 いや、それは過去のデータで、その水道の 1人当たりの使用料なんだけ

ど。今から世帯が減っていくというような人口動態というかそういうよ

うなことは入れていないの？  

事務局 安達 それについては入れていないです。今、七日市地区においてですね、ま

だ接続率が低いので広報とかを活用して接続促進を促してはおります。

ただ、人口減少もあるんですけれども、それよりも接続率も高めていき
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たいなとは思っております。 

田村副会長 実際に柿木地区なんかでも 30年近くになるわけだ。20年か、共用開

始から 20年。一世代だよね、一世代でもうやめて合併浄化槽の地域に

しようかみたいな。極端な話もあるわけなんだけど、そういうので過去

の使用料で計画、長期の、中期の計画やったって。その世帯数がこんだ

けの、どどんと減るような、そっちの方が、参考にしてやっていかな、

原始社会、すぐ帰っていかないといけないっていうような感じの。極端

な話。それでいて、水質浄化をやっていこうみたいな真逆のことを極め

ていこうかみたいなところじゃあいろんな情報で政策を決めないとい

けないと思う。まあ、葛藤みたいなものもあるんだろうけど。 

山吹会長 ちょっとすみません。恥ずかしい質問なんですけど、今の吉賀町の、こ

こに書いてある人頭制は基本料金が 1,650円だと。4人世帯だったら、

この 1,650円に 3,850円を加えたものが 1ヶ月の使用料でいいとい

うことですかね。  

事務局 安達 いいえ、違います。4人世帯だとですね、3,850円になります。 

山吹会長 基本料金込みで、なるほど。じゃあこれだけ払えばいいんだよっていう

ことで。  

山吹会長 みなさん、何かご質問は。  

水津委員 人頭制というのは基本料金だけ？ 

事務局 安達 人頭制は基本料金＋500円 1人あたり。（税抜き） 

水津委員 550円（税込み）を使った料にしようという。 

事務局 安達 そうですね。はい。 

水津委員 あげたら今んとこ、どう上げても島根県一高くなる 

事務局 安達 そうですね。結構見ていただくと正直なところですね。そもそも人頭制

にした場合もですね、なかなか県内としては結構高いクラスになりま

す。このパターンで言うと、この③のパターンを見ていただくと、改定

率がほぼ１で変わってないので、この③ のパターンの料金を見ていた

だくと、現行の料金とほぼ変わりません。そう見ると、1人世帯を見て

いただくと、そのパターン、1,936円なんですけど、 他の県内と比べ

ると高いですね、現状、吉賀町、料金体系として、県内としては結構高

いクラスにあります。 

水津委員 ④とか⑤にしたら倍ぐらいになりますよね。 

事務局 安達 はい。 

水津委員 倍にしても、これからやっていく状況ですよね。 

事務局 安達 そうですね。下水道事業においては、全国の 8割がほぼもう赤字となっ

ておりました。で、どこもやっぱり。 
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水津委員 よそもこの現状の数字で赤字は赤字なんでしょ。赤字。はい、上げよう

としとる。  

事務局 安達 そうです。一応今改定を見ますとですね。出雲市さんがですね、令和６

年の４月から改定。安来市さんは令和 3年からですね、2か年、段階的

引き上げで改定してます。雲南市さんは令和 4 年から 2 か年で段階的

に挙げてます。  

水津委員 何パーセントぐらい。 

事務局 安達 出雲市さんがですね、18パーセントで、安市さんが 20パーセントで、

雲南市さんは 20パーセントほど改定しております。  

水津委員 吉賀町はできたら 25%以上は改定したいと。一番高い下水道料。 

事務局 安達 そうですね。そういう状況もありますので、それ分今皆さんでですね、

審議していただいて。まずは他の市町村であればその 2 か年で段階的

にやってたりしますし。そもそも人頭制から従量制にするので、正直正

確な数字がわかりません。なので、最悪の場合ですけども、その③のパ

ターンですね。料金改定はほぼ変わらないんですけども。まずは例えば

③にして、人頭制から従量制にして。ちょっと何年か様子を見てから、

また段階的に今度は単価を上げるとか。そういう段階的引き上げもあり

ますので。そうですね、ちょっと審議をしていただければなとは思いま

す。そもそも、まずは料金改定するかしないかっていうところから始ま

るんですけども。正直、県内上位で結構高い料金体系ですので、今時点

で。 

水津委員 しない場合はまた何かあるんですか。 

事務局 安達 しない場合はですね。また今後。経営戦略なんですけれども。１０年間

計画なんですが、５年に１回の見直しをしています。今回の料金審議会

において、改定しないってなった際に、また 5年間経ってから経営状況

を見て、改定をする必要があるんであれば、また審議会をして改定につ

いて動いていくというような形になります。上水の方も改定があります

ので、一応ちょっと県内の方でも、自分も色々調べたんですけども。水

道と下水合わせて改定っていう事例は今見当たらなかったです。ちょっ

とずらして改定をしてたのかなとは思います。 

水津委員 4,000 万ぐらいかかる工事っていうのは、しないといけない工事なん

ですか。 

事務局 安達 はい。特に特環で言うと電気設備とかあるんですけども。この電気設備

が、処理場の制御盤であったり、中継ポンプの電気の盤ですね、こうい

う耐用年数が 20年のもの。例えばこれが電気止まってしまうと、その

間処理できなくなります。中継ポンプであれば、そこの電気が壊れてし
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まったらもうポンプが動かなくなりますので、最悪の場合、マンホール

や、家の中から汚水が逆流、溢れてきます。 

その他に、その農集でいうコンクリートの塗膜ですね。コンクリートに

傷ができて、そこから汚水がどんどん出ていったりとかしたら、やっぱ

り水質事故にもなりますし、またこの建物自体もちょっと危なくなるの

で、この 10年間についての工事ですね、これはやらなければいけない

ものになります。  

水津委員 コンクリートのやつも。それ（耐用年数）が 20年。  

事務局 安達 そうですね、はい。コンクリート自体は 50年なんですけども、耐用年

数は。ただ、この施設については、その汚泥を貯留する。なんて言うん

ですかね、コンクリートでできたプールみたいなものだと思っていただ

ければ。その中に汚泥を貯めてたりするんですけども、その接するとこ

ろですね。コンクリートと汚泥が。接するところであったり、汚泥から

ガスが発生するんですけども。それでそのコンクリートの内側の方がど

んどん劣化していってるので、それを再度コーティングし直すっていう

ようなことが必要になってきます。 

水津委員 令和 10年ぐらいにやったら、次、令和 30年ぐらいにやらんと、また

（コーティングする？） 

事務局 安達 そうですね。 

水津委員  その令和 30何年ぐらいに更新する体の予定ですかね。 

事務局 安達 これはとりあえず、一応、そうですね。この計画ではその 43年までこ

ういう投資がありますと。その中で、まずはこの 10年ですね、10年

を育てて、10 年については更新をします。今後更新すればこれぐらい

達成しますという、はい、ものになります。  

水津委員 更新しない場合の予定表みたいなものはないんですか。 

事務局 安達 更新しない場合はちょっと、はい、ないですね。これは下水道事業のそ

の存続する体で作ったこの計画でありまして。  

水津委員 全部浄化槽にしてやってっていう案もあったじゃないですか。そうい

う、そのための予定表っていうのはない。  

事務局 安達 そうですね、はい。ちょっと自分の方で作ったもので。あれは一応、浄

化槽にする場合、設置費用であれだけかかりますと。ただ、あれについ

てはその設置費用しか載せてないんですけども。もし下水道を廃止する

となったら、その既存の建物とかですね。ああいったものは解体してい

かないといけない。撤去しないといけないんですけども。その撤去につ

いて、ちょっとなかなか試算できなかったので。一応、そういう感じに

なります。 
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水津委員 上げにゃいかんのは分かるんですけど。島根 1（料金を）高くして、こ

れから先が恐ろしいんですよね、考え方で。更新に向けて、向かってる

っていうこと自体が恐ろしくないっすか。多分 2 倍 3 倍じゃ進すまん

話に。これから月 5万ぐらい払わな。多分絶対無理。  

山脇委員 吉賀町は、今のこの下水道の料金が他のところよりも高くかかるってい

うのは何か意味があって、吉賀町はそれだけ下水道料金を高くしないと

いけない理由があるんですか。 

事務局 安達 下水料金ですかね。一応その当時の下水料金体系としては、近隣の下水

料金を勘案したりとかですね。あと、やっぱり工事にこれぐらいかかっ

たので、今後 1人当たりどれくらい、1年間あたり収入としてまとめる

かとか、そういった事とか、町の合併とか、そういうので決まったもの

で。一応その昔、人頭制の方が多かったということで。県内市町村とか

もそれを今ちょっと人頭制を廃止して従量制にしてるんですけども。そ

ういう変化で、なんて言うんですかね、人頭制が高くなってしまったと

いうか。昔はいろんなところは人頭制であったんですけども、それが従

量制になって、逆に従量制が下がって人頭制が高いような形になる。  

事務局 小谷 補足ですけども。下水の収益性っていうのはその人口密度で決まって

く、都市部だと人が多く使っている。なので吉賀町は人口密度が上がら

ない。管の長さに対して１件２件。そうなってくると。 

そうすると結果的に負担が行きやすくなる。これ水道も同じような構造

でありまして。 

山脇委員 吉賀町だけが人口密度がバラバラっていうことではないですよね、島根

県の場合はね。なので、その距離が長いから、その分余計かかったりと

か、多分よその地域も一緒だろうとは思うんですけれども、この吉賀町

以外のところはもうほとんど従量制になっているわけですか。 

事務局 安達 

 

一応、前回お配りした資料の方でですね。すみません。今日お配りした。

この A4 のところ見ていただくとですね。この 1 ページ目とこの 2 ペ

ージ目がですね、この従量制の市町村になります。3ページ目の方です

ね、 3 ページ目の書いてあるところにある。これが今の県内の人頭制

のものになります。知夫村、奥出雲町、川本町、飯南町、邑南町、吉賀

町。これが人頭制のところとなります。  

山脇委員 それともう 1 つ。集落排水と今の合併浄化槽の割合っていうのは吉賀

町は今どのぐらい入ってない。まだ集落排水のまんまのところを合併浄

化槽にしていきたいっていう。さっきおっしゃったですよね。それの率

っていうのはどのぐらいなんです。 

事務局 安達 一応、農業集落排水がですね、柿木地区と初見新田地区ですね、になり
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ます。それを浄化槽にしようと思えば、そうですね、そのまま、うん、

率、と言いますとどういう。  

山脇委員 先ほど、合併浄化槽の方に変えていくように、していった方がいいよう

なことを言われたんですけれども。それをした方が、その水道料金の、

なんていうかな、上げる、上がる率とその使用される分との差が出てく

るのかどうかって。 

事務局 安達 一応浄化槽にしたらですね、設置はこちら、吉賀町の方でして、（浄化

槽の設置）以降はもう個人さんの管理で使用料とか一切取りませんとい

うような形にはなります。  

山脇委員 柿木は集落排水になっているんか。 

田村副会長 例えば、椛谷とか木部谷とかは合併浄化槽しかない。そういう下水施設

っちゅうのはできないから。   

そうすると、（浄化槽区域に住んでいる人が合併浄化槽を設置すると）

町から補助金が増えるんですよ、うん。ところが、柿木地区は指定地域

だから、合併浄化槽をわしらがやるっちゅうても補助金は出ない。どち

らかというと農業集落排水の方に参加していただきたいという。そうし

て参加率ちゅうか、そういうのをあげて、経営改善に繋げようと。  

水津委員 

 

これ（使用料が）上がったら。でも、今接続してない人も、（使用料が）

上がるってわかっとったら接続しないっすよね。接続率はもうこれ以

上、上がらないってことですよね。どう考えても。繋げんすよね。僕だ

ってわかってたら繋げんですもん。だけん上げても接続率は上がらん

し。なんかメリットがないと。やっぱ繋げて 20万円は取られるわ、料

金は上がるわ、やめるかもしれんわ、いつやめるかわからんわ、ってい

うのに接続してくださいよっていう。言うんですよね、町は。めちゃく

ちゃですよね。それって、上げるな、上げるっていうのを上げて、なん

か先が見えるものに上げるっていうのがあって、あれですよね。みんな

もう繋げる、全員に繋げにゃいけんのよってなるんだったらまだわかる

けど。繋げてない人が何十パーですかね。特環で。 

事務局 安達 特環で２０％ですね。（未接続が） 

水津委員 まだ 2、30パーの人が繋げてないですよね。もう繋げる可能性 0に。

これがわかったらほぼ。いいよ、これでも繋げるよとはならんじゃない

ですか。それで人口減るんじゃけん、これから接続率は下がる。 

事務局 安達 そうですね。 

水津委員 料金はどんどん。（接続率が下がれば下がるほど）上がっていく。 

光長委員 維持管理はあれじゃない。合併浄化槽より下水に繋いだ方が安いんじゃ

ない。  
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事務局 安達 汲み取りとかだと。 

光長委員 汲み取りでくるならそりゃえぇ。下水の方が高いとかはあるんでしょう

けど。水洗にするっちゅう前提で考えるんだったら、合併浄化槽より下

水道に繋いだ方が、維持管理費は安い。 

事務局 安達 確かにそうですね、合併浄化槽だとそうです。  

光長委員 メリットはないことはない。 

水津委員 そういうの出して繋げてもらえれば、安くなりますよぐらいこう言って

繋げてもらわんと。料金、今から上がるんですけど。それでも安くなり

ますよぐらいに言わんと。接続率、料金上げるより接続率上げる方が手

っ取り早いわけよ。 

光長委員 汲み取りでおくんじゃったら汲み取りの方が安いと思う。 

水津委員 前、うちも汲み取りだったんですけど。衛生的にも、なんか電話して予

約したりで。めんどくさいで。毎月 7,000円かかるし、下水繋げたら

8,000円みたいに 1,000円か 2,000かしか変わらんし。こっちの方

がええわとは思ったんですけど。合併浄化槽はようわからん。やったこ

とないんですけど。なんかそのメリットを文章かなんかにして、１件１

件回って繋げた方が回収率を。今繋げとる人からどんどんどんどん取

る。きりがないですか。この値上げのこれから先を見れば。 

光長委員 吉賀町は下水道料金が高いっちゅうけど、必ずしもそうじゃないんじゃ

ないか。4人世帯で比較したら、人頭制と従量制があれなんだろうけど。

従量制のところの自治体と比較したら、そんな吉賀町がズバって下水料

金、高いとは思えん。見方が間違えばあれですが。 

事務局 安達 いや、そう。確かにそうですね。  

光長委員 4人世帯で、例えば比較したら高い高いと言ってたけど、必ずしもそう

じゃない。  

事務局 安達 確かにそうですね。その 3ページ目のその人頭制の方もそうで、見てい

ただくと、そうですね。その他の市町村と比べると。はい。  

光長委員 それと最初に田村さんも言われたけど。将来の人口減少がこのデータの

中に加味されてないって言われたんだけれども。   

それをある程度考慮しとかんかったら、今回は⑤で、例えば、⑤で、料

金を改定したとしても、その増加分の 1,200万円が見込めなくなって

くる。それは結構でかいと思う気がするんですけど。例えばどれだけの

改定率でいくかっていうのを考えた上で、人口減少は重要なポイントじ

ゃないかと。  

事務局 安達 そうですね。人口減少も加味すると、おそらくもっと、そうですね。改

定率としては上げるようにはなります。となった場合、今水道の方で
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30％上限としてやろうとしているところ。そうですね。人口減少を加

味するともっと高くなります。 

光長委員 

 

それプラス、一般会計からどの程度の繰り出しができるかっちゅうのも

大きい。将来的にね。まあ、そこは建設課とかだけじゃわからん話かも

しれんけれども。一般会計から補填してくれるんだったら値上げする必

要ないので。それができるかどうか。 

山吹会長 今、浄化槽。補助金出しているじゃないですか。維持費の。３人槽とか

４人槽とか６人槽とかで出していましたかね。 

事務局 安達 ５人槽、（6人槽）、７人槽、８人槽、１０人槽で出しています。 

山吹会長 ５人槽でどのくらいです。 

事務局 安達 

 

コンパクト型の５人槽で 27,000 円ですね。1 年間。従来型のでっか

い浄化槽、昔、従来型って言って、でっかい浄化なんですけど、それだ

と 32,000 円ほどになります。最近コンパクト型、ちょっとちっちゃ

くなるんですけども。処理の能力が高くなって。そういった場合だと 5

人槽のコンパクトだと 27,000円になります。  

山吹会長 

 

浄化槽の維持費は全額ではなく半額でしたかね。コンパクトで 2,7000

円なのは。 

事務局 安達 あれはですね、その当時の下水道の使用料金と比較して同じになるよう

な補助金設定してます。 

田村副会長 

 

補助金も年度の枠があるんじゃないかな。その 1 年に 1 回清掃したら

補助金申請できましたとか。 

事務局 安達 枠は一応あります。その 1年に 1回清掃したら補助金申請できます。 

田村副会長 

 

いいえ。例えば、新しく設置する人の補助金ね。それは、例えばすごい

人が集中的にこの年度に作りたいっちゅう人がおったら全部それは出

せる？年間の補助枠みたいな。 

事務局 安達 補助枠は今年でいうと 12基ありまして、それ以上（申請が）でると、

例えば改築であれば時期をずらせるのであれば来年、次年度にしてもら

うんですけれども。新築ですぐ建てますとなると補正を上げてやるよう

になります。 

山吹会長 設置の補助は半額だったですか。 

事務局 安達 設置の補助は大体、3分の 1ぐらいになります。 

山吹会長 大体１基どれくらいするんですか。 

事務局 安達 そうですね。5 人槽で大体 80 万円とか 90 万円、設置工事合わせて

120、130万円かします。  

水津委員 下水道に繋ぐときの補助はないですよね。 

事務局 安達 ないです。はい。 
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水津委員 

 

今から新たに繋げようと思ったら、やっぱり 20万円プラス工事費 100  

とかあって、150万ぐらいかかるっていう事ですよね。個人の負担で。 

事務局 安達 はい。 

山吹会長 

 

今一般会計からの繰入金がありますけど、一般会計からは何％以上は繰

り入れてはいけないという決まりはあるんですか？ 

事務局  安達 

 

何％という決まりは無いですが、繰入を一般会計からもらって、いくら

までは地方交付税の措置があるという規定はあります。例えば 1,000

万円もらったら内 500万は地方交付税の措置、カムバックがあるが、

残りの 500万は町の手出しでもらうような形で。これは基準内繰入と

基準外繰入金の関係で。 

事務局 小谷 水道と同じような形で総務省の通知で金額が決まって。水道と下水道で

基準は違うんですけど。 

水津委員 長期計画の方針というのは誰がいつ決めるんです？ 

事務局 安達 経営戦略としては５年に一度の見直しをしていまして、この更新をする

かしないかのことについては今段階から検討していく必要があると。 

水津委員 誰に決定権があるんですか？ 

事務局 安達 決定権はうちでいうと町長です。 

水津委員 建設水道課が案を出して町長が許可を出す感じなんですか？ 

それとも町長がやりなさいといったらやるんですか？ 

事務局 安達 町長がやりなさいと言えば我々は従わないといけない。 

事務局 小谷 職員はそうなりますし、当然議会とかも。 

水津委員 値上げするしないにしろ、僕らの付帯意見としては一刻も早くこの事業

をやめなさいという一文は載せたいと思う。 

事務局 小谷 先々を見越していただいて、そういった意見が広がってくれば前倒しで

やることも考えていける。 

水津委員 どこか他所の地域で更新した地域はあるんですか。この更新をのりこえ

られた地域があるんですか？ 

事務局 安達 県内では聞いたことはないですが、全国を見ると管の更新というのはあ

ります。古いところは昭和何十年からやっているところもありますの

で。 

水津委員 大規模更新という時期が来た地域はまだないですか？ 

事務局 安達 調べてみます。 

水津委員 まだ下水が通っていない地域というのは島根県内にはないんですか？ 

事務局 安達 どこも通ってはいます。ただ、全部は通ってはいないです。 

田村副会長 今頃、人生１００年という時代に３０年でこれやめようという話になっ
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 て。あまり賢いやり方ではないと思う。 

事務局 河野 うちが大規模更新となっているのは結局、下水も農集も同じ時期に始め

ているので時期が重なるというのもある。他所の自治体であればここま

でポンときてはいないと思う。それこそ七日市地区が平成 25～28 年

で初めてますけれども。そこなんかは言ってしまえば 40年ぐらいある

と思うんですけれども。うちの方はたまたま、平成 14年 15年ごろか

ら始めているので、計算上はこのころ（令和 30年頃）から大規模更新

工事の時期になってくる。という事なので、そこまでは合併浄化槽への

転換等という事も検討していかないといけないだろうな、というところ

ではあります。 

田村副会長 町はあれよね。公共施設の統廃合とか、将来を見通して計画書を作って

いるよね？ 

事務局 河野 そうですね。 

田村副会長 これは水道も下水道も入ってなかったかと思うんですが。一番大事なの

で、ああいうのから先に入れとかなければいけんかったんじゃないかと

思うんじゃけども。 

事務局 安達 そうですね。この度公営企業会計というものに移行したので固定資産で

あったり、減価償却費そういうものを分析してこういうのがわかった

と。今までは移行していなくて分からなかったというのもあります。 

先ほど、意見のありました料金体系案に人口減少が加味されてないとい

うことで。確かにそれはそうでした。ただ、経営戦略の中にはですね、

一応、後ろの方に今後 10年間の特環や農集の使用料、更新投資の推計

があります。この使用料は人口減少を加味しております。この加味した

ものを使用して料金改定案を再度作成しようと思います。いかんせん、

これは人頭制を従量制にする前提になりますのでですね。ご審議の方で

まずは料金改定するかしないかですけれども。その次にこちらとして

は、人頭制から従量制にしたいと思っておりますので、ご審議の程よろ

しくお願いいたします。 

山吹会長 感覚的には従量制のほうが公平のような気がするんですけどどうなん

ですかね。使った分だけ払う方が実態に合っていると思うんですがどう

ですかね。 

事務局 安達 そうですね。昔は人頭制が多かったんですけど、そういったところも勘

案して従量制にしたという市町村やっぱりあります。 

山吹会長 人頭制にしたらお金は多く入るんですかね？（水を）使っても使わなく

ても、３人世帯４人世帯が必ずしも４人世帯の方が水道が多いとは限ら

ない家庭もあるし。反対に、人頭制のままで多くお金をもらう事もある
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と思う。なので、今（他の市町村が）従量制にしているんであれば、私

は個人的にはこの従量制に変えた方がフェアな気がするんですけれど。 

水津委員 従量制というのは水道をひねったら水道代と下水道使用料金の両方上

がっていくということですよね？ 

事務局 安達 そうです。 

水津委員 今までは水道代だけだったのが今度は水道ひねったら水道代と下水道

使用料金が同じように上がっていくと。 

田村副会長 今会長さんが言われたみたいに、よりフェアな実態に合うという、実態

をどう捉えるかですよね。要するに水道事業がペイすりゃっていうのが

実態に合うのか、それともできるだけ補助金をとってきて、それでも賄

えないのは操出で。国からの貰える以上のを町が出すみたいなことをし

てペイするやり方も今やっているわけだけども。実態に合うっていうの

はそういうものを利用せんこうに使用料でペイしていく仕方っていう

のを実態に合うっていう。そんならこういう事じゃもっとこう取らなと

いう事になるでしょう。 

山吹会長 いや。私は言いたかったのは、下水道の分で。人頭制と従量制を考えた

場合に受益者が、払う側からすれば人数が増えたらたくさん払いなさい

っていうよりは、従量制の方が、使ったものに合うんじゃないかって言

っているんです。料金を取るときに。合点がいくんじゃないかなって。 

水津委員 何㎥使ったかなんて家に来ないですよね。 

事務局 河野 水道は検針票に水量は書いてあります。 

事務局 安達 水津さんの家が水道どのくらい使っているか言ってもいいですか。 

水津委員 ちょっと（ＰＣを）見せてください。だいたい平均くらいなんですね。 

田村副会長 これ（持参した書類）は農業集落排水が柿木に出来たときのしおりなん

ですがこれは従量制ですよ。谷水を使っている家は勘案して井戸にメー

ターをつけて、そこから合併があって人頭制になって。そこで住民から

異議が出なかったから今に至っている。 

山吹会長 私は（下水道使用料を）払っていないからいまいちピンとこないですね。 

でも感覚的に言えば従量制にした方が適切なお金が払えると思います

ね。 

事務局 安達 料金体系を今回は変更して次回は料金単価を変更とか、そういうのもあ

りますね。 

山吹会長 県内の情勢を見ても事務局が言うようにとりあえずは人頭制から従量

制に変更するというのは皆さんどう思いますか？ 

水津委員 試算としては利益が上がるというような計算なんですよね？案をどれ

にするかで変わるとは思うんですが。 
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事務局 安達 今回難しいのは人頭制を従量制にするにあたって料金がどれくらい上

がりますというのが一概に言えないところなので。 

水津委員 （案）③くらいにしたらトータルでは一緒くらいなんですかね。 

光長委員 自分のことを言うと朝倉地区の課題がここに出ているんですよ。朝倉は

下水も農集もないところなので、料金がどうなろうが関係ないかもしれ

ないんですけど。実は関係があって、合併浄化槽の維持管理費補助金が

出てますし、浄化槽の維持管理費が下水道使用料と同じくらいになるよ

うにということなのでそこにどの程度影響が出るのかというところと、

合併浄化槽の修繕。維持管理は補助金があるんですが、今回、下水・農

集の更新や改修をするのに町がそこに予算を付けてやるわけ。合併浄化

槽の場合は更新・修理となった場合は何もないんですよね。なので（下

水・農集に）維持管理の補助金を出すのであれば、合併浄化槽にも同じ

ように制度を作る必要があるのかなと思いました。 

水津委員 どっちにしろ金がかかるから値上げしようってことじゃないですか。 

方向性によっては（料金を）上げたくないなって思うじゃないですか。

このために（更新）上げたくないな。更新に向けて上げるのはいやだな。

でも事業が続けられないから浄化槽にするために貯金しないといけな

いねというのであれば払う気持ちはあるんだけど。更新のために上げる

のは納得は行かないかなと思いますけどね。使っている方としては。ど

っちにしろ上げないといけないのはわかるんですけどね。上げたのはい

いが、更新したとなった場合、えぇとなる。その辺、誰が最初、どの時

期に更新は無理ですねと判断をするのか。町長も変わるわけで。その辺

の権利（決定）を握っている人は誰か。誰が最終的な決断をするのか。

ここで言っても何にもならんですけど。付帯意見としてしか載らないの

で。水道は永続的にあるものだけれど、下水道はこの先どうなるかわか

らないけど値上げというのはみんな引っかかるんじゃないかなと思う。 

事務局 河野 今後の、方向性についても資料なども一番持っているのは建設水道課な

ので、そのあたり資料を見ていれば方向性的（更新をするのかしないの

か）なところも見えてくる部分もあるので。最終的には資料を提示した

上で。先ほど言われた、どこが決めるのか（更新の有無）っていうとこ

ろは、正直、今後の所ではあると思うんですけれども。実際にはそうい

った資料を提示した上で、住民説明会や議会などにもかけてという方向

性にはなります。 

水津委員 浄化槽にするというのも（可能性が）40％くらいあるのであれば（下水

道の）直さなくていいところも出てくるんじゃないですか？ 

事務局 河野 そうですね。今ある大規模更新の分は、今ある施設をそのまま使えるよ
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うにということなので、今から進んでいけば部分的には更新しないとい

うところも出てくるだろうと思います。ただ、物価高などもあるので書

いてあるままというようにはならないので考える上では更新する部分

とか、広げるというのは考えられないので、そういったところはダウン

サイジングともいわれますが考慮した上で、将来的にも更新をするのか

合併浄化槽への転換をするのか、判断をせざるを得ないかなと思ってい

ます。 

山吹会長 将来的なことは事務局で考えてもらうということと、ややこしいことを

言うのですが、人頭制から従量制に代えるのに水道の情報と、下水道の

情報（何人世帯がなんぼか）があると思うので、それをマッチさせて今

よりも下水道収益が下がるということはあり得ないので。電気料も上が

ってるし、食費も上がっているので。最低でも今までの人頭制と（下水

道収益は）ちゃらにしないといけない。そういう資料を作ろうと思えば、

水道うちだったらなんぼ使っているので、というのを出して、今まで４

人世帯、５人世帯で収入がなんぼ入っていたっていうところを全戸比べ

ていけば最低でも基本料金が 880 円＋132 円×使用量がとかが出て

くると思うんですよ。それをちょっと、大変ご無礼な事を言って悪いの

ですが、それを作って議論していかないと、私たちもそれなら③ならえ

えじゃのうと。水津さんが言われたように少なくなったら。入ってくる

お金が少なくなるから。やったはいいけど（人頭制の時よりも）お金が

入ってこなくなったではちょっと面白くないんですよ。そこを最低でも

押さえとかないといけないので。それを今の段階で試算して、田村さん

が言われたように人口が減っていくっていう事があるから最低の所で

出してもらって、減るという事を見越して、このぐらいにしておけばど

のくらい維持、前と同じように維持が出来るねって。私らも答申ができ

るんじゃないかと思うんですけど。そこを試算して。従量制にしたらな

んぼになるのかって。今の段階のものを出していただければと思いま

す。 

山脇委員 すみません。今後（令和）10、11、12年の間で集落排水の施設の手直

しをしていかないといけない部分とかがあって、この 10年間でお金が

必要だとするじゃないですか。年で 4,000万。例えば、農集を廃止に

して、浄化槽に転換する場合は、現在農集に接続している人たちは合併

浄化槽へ切り替えていかないといけないと思うんですね。そうすると

（合併浄化槽へ切り替える）自己負担で浄化槽を設置するんですか？ 

事務局 安達 こちらの都合で廃止しているので今農集に繋いでいる方が合併浄化槽

にする際にはうちの方で設置させてもらいます。 
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事務局 小谷 そこは制度設計上、どうとるかですね。 

山脇委員 大きな施設の維持管理にお金がかかるのであれば合併浄化槽に転換す

る方針をしっかり出していただき、それに向けての下水道使用料金の理

解を町民にしてもらう方向性っていうのをはっきりさせていく方がわ

かりやすいんじゃないかと思う。町の方向性っていうのを示した上で、

取り合えずこの 10年間はそれ（耐用年数が短い設備の更新）しなくて

はいけないわけなんだけども。それを含めての下水道料金の変更、人頭

制にするのか従量制にするのか含めて示せるのが分かりやすいと思う。 

水津委員 建設水道課では方針は決められないんですよね？ 

事務局 安達 方針を作って町長に検討してもらうことは。（出来ます） 

水津委員 議会にかけて、１年２年で済む話ではないですよね。 

事務局 安達 そうですね。 

水津委員 この審議会をやっている間には方針（大規模更新をするのか、合併浄化

槽へ転換するのか）は決まらないですよね。 

山脇委員 決まらないとは思うんですけども。今後 10年間を見たときには、今の

集落排水処理施設の維持管理も必要だと思うんですけれども。それを含

めて、今後、それ以降に人口が少なくなってくるとか。この後の大規模

更新工事が令和 30年からあるという事も含めて、完全に合併浄化槽を

町内全域にした場合の維持管理、大きな施設もお金が必要に無くなって

くるっていう事を含めて将来的な計画っていうのを出してみてもらっ

た方が分かりやすいと思います。先ほど田村さんがおっしゃられた。令

和30年で自分たちは居らんようになることも大規模工事が必要だから

っていう事も計画の中に入れた中での更新よりも分かりやすいのかな

と思います。10 年ぐらいでしたらまだなんとか分かるんですが。協力

していかなければいけないとは思うんですが。これをずっと繰り返して

いってそれだけの大きなお金がかかる事を見込んで、それが本当に必要

なのか、それともそういうのにお金を掛けなくてもやれる方法がないの

かっていう事も。例えば、一盛君たちみたいに若い世代の人たちが先の

事を考えて、方針っていうのを考えてみてもらえるとありがたいのかな

と。10 年間の分に関してはもうつらい、やらなければならないと思う

んですが、ゆくゆくはっていうのは必要だと思うんですけれども。その

場合、従量制にしたら、自分たちが使った分だけ負担するっていう部分

は納得できるんですけれども。 

山吹会長 他にご意見はありますか。 

田村副会長 どういうお金を使うのかっていう。そういう集落排水処理施設とか特環

とかそういう下水道を利用して暮らしをしたいと。そうすると高津川の
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水がきれいになってくると。私は川の漁が好きですから。ここ 3年ぐら

い天然の鮎が多くなってきている。これは、天然もんか中間養殖かって

いうのを調べる実験を柿木の小学校、中学校と一緒にやって。私も参加

したが。天然ものがほとんどだった。そういうのを 2年続けてありまし

た。実際に秋の今、10月の今から高津漁業組合が全域禁漁に鮎がして

ありますが、落ち鮎になって、魚群っちゅうんかな。群れになって落ち

ていくんですけれども。そういう群れが見れだしました。以前はそれが

見れなかった。ここで、友掛け区間とかいって、太公望さん随分他から

来られるんですが、ハトの湯も私も連れと一緒に風呂代わりに温泉に行

くんですが。そういうお客さんと随分一緒になって今年は量が良かっ

た。ただし大型が少なかったとか。そういう事で色んな、広島、山口、

北九州の人と知り合いになれる。なんでここにくるかと言ったら、味が

いいと。高津川の鮎の味がいいと。そういう環境に変わってきたと。住

んでいる人の暮らし方が変わってきたと思うわけですよ。結局、銭を使

う。そういうところへ使う、っていうようなことをやっているので、決

してこの値上がりして、マイナスのイメージばかりでなくて、そういう

環境を維持しているんだと。住民のそのプラスを見られる力をつけるっ

ていうのも、建設水道課はいろいろ他課と違ので、全然畑が違うけん分

からんかもしれないけれども、ここへ暮らしている人は生活全体を通し

たらそういうプラスがあるんだよ、っていう事は確実に言えるので、有

機食材を学校給食にとかいうようなことでも全部水が必要です。天然の

雨とか灌漑用水とかいうような水揚げをして畑を耕作でしたものを自

分らは食べている。循環ですよね。これはやっぱりそういうところに投

資しているんだっていう。誇れるんじゃないかと思っておるんで、そう

いうところを勘案してこうしたことを審議していきたいと思います。 

山脇委員 他所の地域と自分たちの住んでいる地域の差は何があるのかって言っ

たら環境だと思うんですよね。今言われたみたいに高津川の鮎は味がい

いんですよ。広島の太田川の上流の方から毎年食べに来られる方も。昔

の太田川で取れてた鮎の味が今の吉賀町ではまだ食べられる。それはな

んでかって言ったら、やっぱりその川は良いいからって言われるんです

よ。だからその川をそうやって守ってる吉賀町はすごいって言われるん

ですよね。そういう風に思って鮎を食べられる方が毎年必ず来られま

す。何組も居られるんですけど。そうすると、やっぱり本当に他所と何

が違うか、吉賀町の魅力は何なのかっていうのを考えた時に、やっぱり

この環境を守ってきてるっていう事だと思うので。山も含め、その山を

良くしていくことがまた川も良くなってくることになるっていう。その
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全体の仕組みみたいな。だからそれを守るために川に家庭排水を流さな

いとかっていうようなことを吉賀町はやってきてるから今の川がある

わけで。そのために、その料金、水道料金の改定にしても、そういうこ

とも含めてさっき言われたみたいに、他所とは違う吉賀町を残すために

必要な事っていうようなことも含めて。皆さんに知ってもらえたらいい

のかな。そういう風には思います。他所の差っていうのはすごい魅力な

んですよ。目には見えないけども、ものすごい。すごく差があるのを皆

さんが今感じて、吉賀町に来てくださる方が多いのでね。鮎釣りの方も

含め。そのために必要だから、水道料金、下水道のこともね。  

そういうのも含めて重要なことだっていうことを、やっぱり合わせて説

明していただけるとありがたいかなという風に思います。 

山吹会長 

 

今日も活発な意見・質問があり、意義のある会議だったと思います。 

事務局の方にまた質問や今皆さんが言った内容をまとめて、資料を作っ

ていただいて、次回の会議をさせていただければと思うがよろしいです

か。今日はこの辺でお開きにしようと思います。事務局の方なにかあり

ますか。 

 

３.次回の日程調整について 

山吹会長 じゃあ、次回はいつにしましょうか。いろいろイベントがありますけど

どの辺だとできますか。 

事務局 河野 （１０月の）28 の週があると思うんですけれども、あの週はいかがで

しょうか。10/28～11/1までのところで。 

光長委員 よろしいですよ。 

山脇委員 ２９はすみません出張で。 

山吹会長 じゃあ 30はどうですか。 

山吹会長 じゃあ、次回はいつにしましょうか。いろいろイベントがありますけど

どの辺だとできますか。 

事務局 河野 （１０月の）28 の週があると思うんですけれども、あの週はいかがで

しょうか。10/28～11/1までのところで。 

光長委員 よろしいですよ。 

山脇委員 ２９はすみません出張で。 

山吹会長 じゃあ 30はどうですか。 

各委員 いいです。 

山吹会長 じゃあ、次回は 30日という事でよろしいでしょうか。 

次回は 30日の 9時 30分からという事でお願いいたします。 
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４.閉会 

事務局 河野 今日は活発なご議論ありがとうございました。こちらの方でもいろいろ

宿題といいますか、資料を作成いたしますので、次回につきましては分

かりやすいようにしたいと思いますので、ご審議の方よろしくお願いい

たします。本日はどうもありがとうございました。 

 


